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(宇佐美 1995，三牧 1997)、スピーチレベルと終助詞の関係(三牧 1993今佐藤・福島 2000)やスピーチレ
ベルと(領域)の関係(鈴木 1997)による研究が見られ、中途終了発話文を視野に入れた分析(宇佐美




一方、韓国語におけるスピーチレベルシフト現象に関する研究(劉松永 1996，李正福 2001 ， Kim 












た研究である。両言語におけるスピーチレベルの使用率は、日本語で「敬体(P) 5.5 :常体(N) 0.7 :マ
ーカーなし(NM) 3.8J 、韓国語では「敬体(P) 5.4 :常体(N) 1.1 :マーカーなし(NM) 3.5J で、常体の使
用率は韓国語の方が、マーカーなしの発話の使用率は日本語の方が高いとしている。以上の先行研究
により、日韓語におけるスピーチレベルシフトの様相も少しずつ明らかになってきている。





















考察対象は、日本語の敬体と常体、韓国語の Ihapnita 体」、 Ihayyo 体J (以上、丁寧体)、 Ihay 体j 、
Ihanta 体 J (以上、非丁寧体)とする。韓国語には、丁寧体の Ihao 体」と非丁寧体の Ihaney 体」も
存在するが、限定された間柄でのみ使われるため、日本語との対応関係を見出すことが難しいとされ、













『虹の女神j] (2006)、『ハチミツとクローパーj] (2007)の 3 本と、韓国の映画『叫E平叶 (Sad Movie)j] 
(2005)、『ロ1 1..1 ~斗豆判 (200 pound beauty)j] (2006)、『ヨ習をせ井(almost love)j] (2006)の 3 本である。自
然会話の録音は、基準者を一人決め、その基準者との関係が①年上の男性、②年上の女性、③同年齢
の男性、④同年齢の女性、⑤年下の男性、⑥年下の女性となるように設定した。基準者は
①，②，③，④，⑤，⑥の 6 人と一対ーで 30 分ずつ、計 180 分程会話を交わした。日韓語それぞれ男性 2 名、










































まず、丁寧体から非丁寧体へのシフトは、 I hapnita:P2• hay:C2 J 、 I hapnita:P2• hanta:Cl J と
Ihayyo:Pl→hay:C2J 、 Ihayyo:Pl→hanta:C1 J の 4 通りのシフトが可能だが、今回のデータでは
Ihapnita:P2• hanta:C 1 J 、 Ihayyo:Pl→hay:C2J 、 Ihayyo:Pl→hanta:Cl J のシフトが見られた。 Ihanta:CIJ
へのダウンシフトは、平叙文と勧誘文でのみ見られ、 Ihay:C2J へのダウンシフトは平叙文、疑問文、
命令文、勧誘文のすべての文で見られた。 Ihanta:C1 J にダウンシフトした平叙文は、 Ihay:C2J にダ
ウンシフトした平叙文よりも独話性が強い。それは「目の前で起こっている事態や状態をそのまま描
写する発話」や「瞬時的な発話」のように、相手に対する意識が低い発話では Ihanta:Cl J のみが用
いられ、「前の発話とつながりを持つ発話j のように、相手に対する意識が働く発話では Ihay:CIJ が




使用可能となるのか。それは Ihanta:CIJ は Ihay:C2J と違い、平叙文と疑問文が異なる形で現れる








タイプが見られた。勧誘文では、 Ihay:C2J へのシフトと Ihanta:C1 J のシフトの両方が見られた。前
者は相手の冗談などで和んだ雰囲気で勧誘を行なう時に見られ、後者は相手を仲間と捉えて勧誘を行
なう時に見られた。
次に、非丁寧体から丁寧体へのシフトは、 I hay:C2• hapnita:P2 J 、 I hay:C2• hayyo:Pl J と
Ihanta:Cl→hapnita:P2J 、 Ihanta:Cl→hayyo:Pl J の 4 通りのシフトが現れ得るが、今回のデータの非丁
寧体の会話はいずれも Ihay:C2J が基調を成しており、 Ihay:C2→hapnita:P2 J 、 Ihay:C2→hayyo:PlJ の
2 つのパターンだけが観察された。まず、 Ihay:C2J から Ihapnita:P2J へのアップシフトは、話し手が
録音・ゲームをリードする基準者として「メタ言語表現」を発話する際に見られた。「メタ言語表現J
は Ihayyo:Pl J によっても現れたが、 Ihayyo:Pl J の「メタ言語表現」は話し手が女性の時に見られ、
Ihapnita:P2J の「メタ言語表現」は話し手が男性の時に見られた。「メタ言語表現I 以外に Ihay:C2J
から Ihayyo:PlJ へアップシフトした発話には、「改まり度を高める時の発話」、「不同意を表す時の発





ついて述べる。丁寧体間でのシフトは Ihapnita:P2→hayyo:Pl J と Ihayyo:Pl→hapnita:P2J が可能であ
り、今回のデータでは両方とも観察された。まず、 Ihapnita:P2J から Ihayyo:Pl J へのダウンシフト
は、命令を行なう時にのみ見られた。命令という言語行為は相手に負担をかけるため、相手に対する
配慮、が必要とされる。そのため Ihayyo:PlJ よりも待遇度・丁寧度が高い Ihapnita:P2J を用いた方が
望ましいと考えられるが、実際には Ihayyo:Pl J が用いられている。その理由について本稿では、
I hapnita:P2 J が話し手と聞き手の社会的、心理的距離を明示化する「格式体j であるのに対し、
Ihayyo:Pl J は相手との社会的、心理的距離をなくし、相手に親近感や情感的な態度を表す「非格式
体j である点から説明した。韓国語では心理的距離を縮める「非格式体」の Ihayyo:Pl J を用いるこ
とで、命令を行なう相手に親近感や情感的な態度を表し、自分の要求を受け入れられやすくしている






最後に、非丁寧体間でのシフトは rhay:C2→hanta:C1 J と Ihanta:Cl→hay:C2J が現れ得るが、今回
のデータでは、 Ihay:C2J が会話の基調となっており、 Ihay:C2→hanta:C1 J のダウンシフトだけが見ら
れた。まず、 rhanta:Cl J の平叙文は、「感情を表出する時の発話j 、「目の前で起こっている事態や状
態をそのまま描写する発話人「瞬時的な発話」のような独話的な性格を帯びるものと、「続く発話に注
意を促す発話」、「強い意志を表す時の発話」、「ある事実を断定的な口調で言う時の発話」のように相
手に向けたものに分けることができた。前者は rhanta:CIJ が Ihay:C2J より独話性が強いことが原
因だと考えられるが、 Ihanta:CIJ は独話性が強い一方、相手との心的距離を明示化する格式体である
ため、「強い意志を表す時の発話」、「ある事実を断定的な口調で言う時の発話」にも用いられる。なお、











れたものというより、 fhanta:C1 J の勧誘形を非丁寧体の勧誘文を実現する専用のものとする韓国語の
事情が反映された結果といえる。
3.3 スピーチレベルシフトに関する日韓語の共通点と相違点
3.1 では日本語におけるスピーチレベルシフトの考察結果について、 3.2 では韓国語におけるスピー





















相 l でのみシフトが見られ、「続く発話に注意を促す発話J (平叙文)、「確認を行
違| なう時の発話J (疑問文)では韓国語でのみダウンシフトが見られた。
点 I (iii) 日本語では常体で表すものを韓国語では fhay:C2J と fhanta:CIJ の 2 つ
で表すことができ、独話性がより強い発話では fhanta:Cl J が用いられる。
(iv) 韓国語における非丁寧体へのダウンシフトのうち、「続く発話に注意を促
す発話j では fhanta:CIJ (‘斗(-ta)')が用いられ、「確認を行なう時の発話」

















体間でのシフト」における rhayyo:Pl→hapnita:P2J のアップシフトは、「改まり度を高める時の発話j 、






態度を表す非格式体の rhayyo:PlJ と rhay:C2J を用いて自分の要求をより受け入れられやすくして
いる点、「あなたがどう考えようと私はこうする J という強い意志を表す時には、相手との距離を明示



























2 種類の形式によって三分され計 4 つのレベルが存在するが、韓国語の先行研究では、日本語との対
照研究も含めて日本語と同様の大まかな 2 レベル間でのシフトの分析に留まっている。本研究は、そ
ういった先行研究の問題点を整理検討し、両言語を共通の基準で対照分析する方法を考案した上で、
それに基づいて性別年齢差別の日韓語計 48 べアの自然会話データを収集し、映画データと合わせて
計約 35 時間に及ぶデータを対象として分析したものである。両言語聞のスピーチレベル数の違いに
ついてもシフトの方向性により分類し、対照分析を行った。よってこれまで皆無であった包括的かっ
定量的な日韓語のスピーチレベルシフト現象の対照研究を成し遂げており、多くの新知見を得ている。
具体的には、典型的なシフト以外のこれまで指摘されていない機能のシフトが日韓語に見出され、
特に冗談を言うときなどの心的距離を縮める機能を持つアップシフトは日本語に特徴的に見られるこ
とを指摘した。また、日韓語でこれまで普通体へのダウンシフトの要因として指摘されていた独話性
に発話内容が聞き手の領域に属する事柄か否かによる程度の差が認められることを指摘し、それが韓
国語における普通体内の 2 レベルの形式の使い分けの要因としても機能していることを明らかにした。
さらに、韓国語には、命令文で非格式形式がほぼ無条件に選択されるなどその使用が文の種類に基づ
き本来のシフトとは異なるものが存在することも指摘し、それらが行為遂行文の持つ聞き手への負担
度の差と多機能形式の暖昧性の解消の原理など他の要因によって説明できることを論じた。
本研究で指摘されたシフトの要因に関するさらに深い理論的な観点からの考察など今後の課題とし
て残る点もなしとしない。しかし、要因が複雑でこれまで体系的に行われていなかったスピーチレベ
ルシフト現象の日韓対照研究を初めて有効な対照分析の方法を考案することにより成し遂げた点、し
かも日韓語両言語の大量のデータを用いて綿密な分析をほどこし実証的に検証した点など、高く評価
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される。
上に示した本論文の新規性を併せて考えれば、その成果は、執筆者が自立して研究活動を行うに必
要な高度の研究能力と学識を有することを示すものである。よって、本論文は、博士(国際文化)の
学位論文として合格と認める。
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